
長谷工「30 年後の集合住宅」コンペ　

第 10 回　シェルター学生設計競技 2008「木の都市工作物」

かぐやプロジェクト ２回生　造形演習「たまごをマモレ」
保存作品

地上１０mから卵を落とし、割らない為の入れ物

材料ー紙のみ

（さらに接着剤も使わない事を自分に課した）

「ほおずき」
社交ダンス　冬の全日本大会
全国６位入賞

ジャワ島沖地震の復興ー私たちに何かできないか
現地にある素材

日本が持つ技術

竹、漆喰、職人の技術

竹造の家を提案した。

これは、その実験的な建設である。

篠山市左官技術研究会の皆さんと久住章氏

神戸大学の学生によるボランティアのプロジェクト
コミュニケーションを最も重要視するスポーツ。

かけがえのないない３００人以上の仲間
を得る事ができた。

おじぃちゃんのような、おとうさんのような職人さんと交流を重ね、
一緒にデザインや技術について議論し「もの」を造る事の面白さ
一本の線の重みを知った。

川と街の境界を曖昧にする 川と街との多様な関係を
湾曲集成材によってつくりだす

川と街との新たな関係

Concept

都市の河川環境を構成する工作物を木造でデザインしなおしてみました。

現在の都市の河川環境は RC造で構成され、機能的な形状と空間により、川と街との関係が均質に感じます。

このような河川環境を木造で計画しなおすことで、川と街との多様な関係が生まれ、川の流れのようにゆる

やかな形状と空間をもった工作物の風景が広がっていきます。

N

大きな家族

各家族は数個ユニット占有している。

排水・防水層

床スラブ

3m×3mの格子梁

部屋の下の空間に、住民の生活が

溢れ出していく。

土壌・草木の層

住戸ユニット

一続きの広場が各家族のリビングなんだ、

もちろん個人の生活スペースでもあるんだよ。

家族の部屋の下には、家族が集まる空間になってい

る。

隣の家族もそうだし、一人暮らしの人も自分の部屋

の下は自分の好きな様につかう。

リビングが一続きの集合住宅では、家族という枠を

自由に捉えることができるみたい。

僕と、右隣の家のお父さんと、左隣の家のおばぁさ

ん、それから最近一人暮らしをし始めた学生さんは

同じ場所でいつも本を読んでいる。

おっちゃんが仕事で居ないときは僕が飼い犬の世話

をするし、

おばあさんがいつも飲む薬は、先週から学生さんが

病院に取りに行っているし、

僕はおばあさんにいつも紙芝居をしてもらう。

僕たちは家族のような関係だ。

家族のような人はこの集合住宅にたくさんいる。

この集合住宅自体が一つの家みたいだね。

unit diagram

土壌・草木の層、排水・防水層、床スラブ層を

3m×3mの格子梁が支える。

梁の下にできる 3m×3mの天井空間に、

キッチン、寝室、バスルームといった

住戸の為の機能ユニットが取り付く。

部屋と部屋の間にできたスペースも、

囲われた一つの部屋になる。

住み手の変化 建築の変化

木造密集型の漁村再生

まちに飛び出す保育園と

「干す」「掛ける」事でまちに生活が溢れ出すシステムの提案
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干してあふれる


